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【天ヶ瀬ダム】 

 

1. 事業の概要 
項 目 意 見 整理状況 今後の対応方針 

1.1 流域の概要 

本編 p1-7 

・発電実績や回転率を見ると、昭和 40

年代に比べてダムへの流入量が経年的

に減少しているように見えるが、これ

は、琵琶湖からの流入量が長期的に変化

してきていると見て良いか。また、その

原因として積雪の影響が考えられるか。

・天ヶ瀬ダム地点の年平均気

温と年降水量の経年的なト

レンドを本編 p1-7 図 1.1-7

に示している。積雪量の減少

が影響しているかどうかは

不明であるが、年平均気温が

上昇傾向、年降水量が減少傾

向にあることについては本

編 p1-7 記述している。 

― 

 
2. 洪水調節 

特に無し 
 

3. 利水 

特に無し 
 

4. 堆砂 
項 目 意 見 整理状況 今後の対応方針 

4.5 堆砂傾向及び

堆砂対策の評価 

本編 p4-21 

 

6.4 生物の生息・

生息状況の変化の

検証 

本編 p6-186 

・ダム下流の課題として、堆砂では粗粒

化と河床低下、生物ではカワヒバリガイ

が増加するという問題が示されている

が、これらはリンクしていると考えられ

る。砂礫が動かないことで、カワヒバリ

貝が成長しやすい環境になり、これに加

えて、ダム湖由来のプランクトンが補給

されて餌環境が豊富になっている。こう

いう現状を改善するという流れの中で、

土砂の連続性の回復という方向性があ

るのではないかと思われる。したがっ

て、記載場所が２つに分かれているが、

できればそれを双方に書くなりドッキ

ングするというような工夫をしていた

だきたい。 

・本編第 6章「生物」第 4節

「生物の生息・生息状況の変

化の検証」においても、

p6-179～180に下流河川の粗

粒化の記述をしている。 

― 

 
5. 水質 

特に無し 
 
 
 
 
 
 
 



 
6. 生物 

項 目 意 見 整理状況 今後の対応方針 

6.3 ダム湖周辺及

びその周辺の環境

の把握 

本編 p6-89、 

 

6.4 生物の生息・

生息状況の変化の

検証 

本編 p6-204 

・平成 21年度の植物の外来種数が P6-89

で 178 種となっているが集計が間違っ

ている。120 種位であり、比率としては

少し下がっているように見えるが、むし

ろ在来種数が少し減ってきているよう

に思う。在来種リストを本編に掲載して

いただきたいし、なぜ減少しているのか

を教えて欲しい。 

【委員会の指摘により訂正】 

・本編 p6-89 表 6.3-12(3)の平

成21-22年の植物外来種確認種

数の合計を 178種から 119種に

訂正。 

・底生生物、動植物プランクト

ン、付着生物、植物、陸上昆虫

類等確認種リストを第6章の最

終頁に追加。 

 

【委員会の意見により修正】 

・本編 p6-204 に、調査時期や

調査地点の違いによる影響も

あると考えられる旨を記述。 

・植物確認種数の減

少は自然環境の変

化を反映している

可能性もあるため、

今後も植生変動に

留意し継続的に把

握していく。 

6.3 ダム湖周辺及

びその周辺の環境

の把握 

本編 p6-112 

 

6.4 生物の生息・

生息状況の変化の

検証 

本編 p6-146～147 

・天ヶ瀬ダムの周辺というのは、植生が

すばらしく良く、二次林であるが、リス

トにもあるように、植物の重要種が非常

に多い。裸地のところを緑化するのも悪

くはないが、ダム湖周辺の植生を生かす

ような景観づくりや、外来種管理として

外来種駆除の方にむしろエネルギーを

使う方がダム管理としてはいいのでは

ないか。 

・湖岸以外のダム湖周辺はほと

んどが民地であり、ダム管理者

が景観づくりで対応できるこ

とは限られている。 

・湖岸緑化については、本編

p6-112 に、裸地景観の緩和を目

的としていることを記述して

いる。 

 

・裸地部における植

物外来種の駆除に

ついては、予算やダ

ム管理者としてど

こまでできるのか

ということも含め、

今後の検討課題と

する。 

6.4 生物の生息・

生息状況の変化の

検証 

本編 p6-150～151 

 

・平成 18 年にカワウが非常に増えてい

るが、カワウが多くなると水質にも影響

するし、森林を広域的に枯らしてしまう

ことにも繋がるため注意する必要があ

る。ダム湖に影響するほど営巣している

のか。対策はしていないのか。 

・ダム湖にはカワウの糞で白く

なった木も幾らか見られるが、

ダム湖の水質に影響するとい

うほどまでには至っていない。 

 

・カワウの駆除につ

いては、自治体等関

係機関との連携を

含め今後の検討課

題とする。 

 
7. 水源地域動態 

項 目 意 見 整理状況 今後の対応方針 

7.4 ダムと地域の

関わりに関する評

価 

本編 p7-19～21 

 

・天ヶ瀬ダムは投身自殺が多く、そのた

めに堤頂通路の改修もしたとのことだ

が、ダム自体のイメージを良くするため

にもう少し他にできることはないか。例

えば、堤頂通路にプランターで花を飾っ

たり、それを地元の方や子供たちなどが

世話をするなどで、イメージがよくなら

ないかと思う。 

・自殺防止対策については心理

学等専門家の意見も踏まえ、夜

間閉鎖、ダムサイトのプランタ

ーや堤頂通路の説明パネル設

置等による来訪者の賑わいの

創出等様々な取り組みをして

いる。 

・自殺防止対策につ

いては、今後も引き

続き工夫していく。

 


